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エネルギーフロンティアのひとり言

 国連の気候変動に関する政府間パネル（IPCC）は、10月6日～８日に韓国・仁川で開催された
第48回IPCC総会でまとめられた「1.5℃特別報告書」を公表しました。「このまま温暖化が進
めば、2030～2052年の間に気温上昇1.5℃に達する可能性が高い」と結論づけています。
また、「もし地球温暖化が2℃ではなく1.5℃に抑えられれば、持続可能な開発などに対する気候
変動による影響は、より大きく回避されるであろう。」とも指摘しています。今年12月、ポーラ
ンド・カトウィツェで開催される、気候変動枠組み条約第24回締約国会議（COP24）において
協議予定のパリ協定の実施指針の策定にも影響を与えそうです。次の第49回IPCC総会は、来年
５月に京都において開催される予定です。次世代に引継ぐ尊い地球環境を守るため瀬戸際の対応
が続きます。以下の環境省様サイトにて、「1.5℃特別報告書」の詳細内容がご覧になれます。
https://www.env.go.jp/press/106052.html

 九州電力様では、10月13（土）～14（日）に掛けて、電力系統に流れる再生可能エネルギーの
出力制限を実施しました。電力負荷が下がる中間期の休日において、需要と供給のバランス確保
から、致し方の無い処置ではあったかも知れませんが、まさに「送電線の空き容量の見える化」
が望まれます。今後、スマートグリッドが整備されていくなかで、IoT技術も有効活用して、誰
もが日本全国の電力需給や送電線の空き容量をリアルタイムに把握することが出来れば、無駄の
ない電力需要と供給バランスの最適化が進み、新たなビジネス展開に繋がることも期待されます。

ブラモリタ ～ Ｆ１鈴鹿グランプリ ～
10月に三重県鈴鹿サーキットで行われたF1日本グランプリを観戦
してきました。鈴鹿の30回記念GPであり、チームトロロッソ・
ホンダとしてホンダが参戦していることもあり、人も（外国人含
め）ホンダのロゴもいっぱいで、すごい熱気と盛り上がりです。

F1グランプリは、オーストラリアから始まりアブダビの最終戦ま
で21ヶ所のサーキットを巡りますが、中でも鈴鹿サーキットはか
なり面白いコースだと思います。コーナーが多彩で高低差もあるの
で様々なバトルや戦略での争い、そして毎回ドラマチックな展開が
あります。鈴鹿サーキットは、建設時に当初は水田地帯が予定され
ていたのですが、本田宗一郎さんの「大切な田んぼを潰してはいけ
ない」との指示で山林を切り開いてコースが敷かれ、結果、立体交
差もある独創的なサーキットに仕上がったとのこと。さすがです！

さて、サーキットの隣には観覧車があるのでよく乗ります。
実はサーキットの周りには太陽光発電所が幾つかあるので
す。上から見るとかなりの面積の、一番長い辺で300m
はあるような発電所が見えます。観覧車の高度では見えま
せんが、同規模のものが周辺に数ヶ所あるようです。いつ
か本田宗一郎さんのようにチャーターヘリに乗って、空か
らコースや付近一帯を眺めてみたいものです。（森田）
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